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秋田湾臨海周辺地区住民の
重金属等調査について（第 2報）
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昭和51~54年度に秋田湾臨海周辺地区住民の基礎的健

康調査゜が実施され，そのなかで我々は重金属暴鋸の一

指標として，水銀(Hg)'カドミウム (Cd),鉛（Pb)

の血中濃度の測定を分担した．その結果については前に

報告］したが，その調査の折，喫煙習慣についても調査

がなされたので．そのデータをもとに血中Hg,Cd, Pb, 

濃度と喫煙習慣について若干の考察を試みた．

II 
調査対象者

調査対象者は秋田湾臨海周辺地区住民を代表するもの

として，男鹿市，天土町，八郎屈町，森吉町の4市町か

ら選ばれた．市町毎に小学校区単位3区を選定し， 1I区

刈り一種兼業に準ずる農家から I司—i也区内に 3 年以上／舌

住している55~59オの男女約10人つつを選出したものて

ある。 4市町ともそのI漿塙に特別なHg,Cd, Phiサ染は

考えられない．
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止めてから 1ヶ月以上経過していないもの。

たばこの種類は全員が紙巻きたばこであった．

非喫煙者…過去に一度もたばこを吸ったことがない

もの．

以上の区別に従っての木考察の対象者数は表1．のとお

りてある．

対象者数

喫煙・非喫煙者別

喫煙者 非喫煙者 霞， 煙
は不 者又

曲巾Ilg 男 126 83 20 23 

測定者 女 125 7 107 11 

J仇且―! 男 104 65 18 21 
Cd,Pb 

I 
刷定者 女 105 4 92 ， 

IV 測定結果と考察

III 
試料ならびに調査データ

男女別測定結果を表2．に示す。grubbs法でH即）男性

A.血液試料の採取と測定法 1こ］例稟却例がみられるが，対数変換したものでは棄却

採血時期： 5月～ 9月 例はバし ‘•Hgの女性ならひにCd, Pbの男性．女性い

採血時刻：当日朝食後，午前1ド すれにも棄却例はみられだい． Ilg,I由で男性が女性よ

採血法： Hg測定川はヘハリンナトリウム入真空採血 り白鯰に大きい数値を示す。これらの数伯は他文献のHg

管で上肢の皮静脈より10叫採血o Cd, Pb測定用は同様 に悶, Cd ♦, 9~I~, Pb 9~!()}の数伯に比校していわゆる

2 ml採血． 正常範囲内と目される。喜田村りや，徳臣たち 2％によると

測定法：Hgは全血を硫硝酸分解後還元気化原子吸光 一般人の血中総Hg値は 5μg/ dl以下といわれるが，本

法で， Cd,Pbは全血を精製水で10倍に希釈し，フレー 調査でそれをこえるものは男性で12例， 9.5 % (1例棄

ムレス原子吸光法でそれぞれ全血中濃度を測定した• 却の場合は11例， 8.8飴）である．女性では 5μg/dlを

B.喫煙者と非喫煙者の区別 こえるものはみられない．

聞き取り調査から次のように区別した。 これら測定結果をヒストタラムーこ示すと図 1．のようで

喫煙者・紙巻きた且こ年平均 1日1本以上を習慣的 ある．それぞれの累積度数を対数確字祇卜にプロットす

に吸うもの．又現在吸っていなくても，以前吸っていて， ると図 2．のようであり， Hg,Cd, I叶）とし対数正規分布

＊秋田県衛生科学研究所 ＊＊秋田原本荘保健所 ＊＊＊秋且I県秋田保健所 ＊＊＊＊秋田県環培技術センター
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表2. 血中Hg,Cd, Pb濃度

例数！ M SD GM GSD 中央値 i 最小値 最大値

男
126 2.84 1. 48 ** 2.51 1. 67 ** 2.6 0.5 9.7 

Hg (125) (2. 79) (1. 35)将 (2 6) (0.5) (6. 7) 

μg/dl 
女 125 1. 65 0.80 1. 46 1. 68 1.5 0.2 4.2 

I 
Cd 
男 104 2.80 1.41 2.47 1. 69 2.7 0.4 8 7 

μg/ l I女 105 2 72 1.41 2.34 1. 82 2 4 0.3 7.4 

Pb 男 104 48.47 19.38** 44 45 1. 54 ** 46 14 103 

μg/ l 
女 105 38.88 18.50 34. 78 1. 62 32 11 86 

←rョ

M :算術平均

SD :標準偏差

GM  :幾何平均

GSD:対数変換したものの標準偏差

40 
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30 

数
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＊＊ 

） ：最大値 1例棄却した場合

: P< 0.01で男女間に有意差あり
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図1 血中重金属砧」度のヒストグラム
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図2 血中重企属濃度の累積度数

をなすものと考えられる．

次に喫煙習慣と血中Hg,Cd, Pb濃度との関連である
が，たばこにはHg11~I~, Cd 20~2>, I-)b蹄恨多かれ少

なかれ含まれており，喫煙にともなってそれが体内に取

り込よれると言われる．本涸査の成紅を男女けIJ,喫煙・

非喫煙別に表3．ー1, 3．ー2, 3.-3に示す． Hgで非

喫煙男性が非喫煙女性より有意に大きい数値を示すが，

これは喫煙以外に大きい因子があることを示すものであ

ろう．又Cdでは喫煙男性か非喫煙男性より有意に大きい

数値を示し，喫煙の影響か大きいことを伺わせる．Hgで

5 μg/dlをこえるものは男性喫煙者で8例， 9.6彩，男

性喫煙者で 1例， 5.0%である．群別にヒストグラムで

示すと図3．のようである．それぞれの累柏度数を対数確

表3-1 喫煙・非喫煙別血中日g訳度 μg/dl 

率紙上に示すと図4．ー1, 4．ー2, 4．ー3の如くである．

女性の喫煙者は例数が少ないので明らかではないが．そ

の他は近似的に対数正規分布を賢すものとみられろ．

表4．ー1, 4.ー2, 4.-31ご喫煙本数別血中日g,Cd, 

Pb濃度を示す．女性の喫坪例放か少ないのて男叶1こつい

て図5．に喫煙本数別血中Hg,Cd, Pb濃度を示す．平均

値の差の検定を一元配置分散分析法で行なったところ，

Hg,Pbて有應互はみられす， Cdでは危険辛 19る以下で

有意差かみられる．

血中Hg,Cd, Pb濃度相互間の相関をみると，男女別

では何れも相関はみられず．男女別．喫煙・非嘆煙別で

は女性非嘆煙群のCd,Pb間に危険率5％以下で有意の

正相関かろられる（例数＝叩，相関係数＝ 0219). 

例数 GM  GSD 中央値 最小値 最大値 > 5 μg/dl例数
喫 男 83 2.48] x l x 1. 66 2 6 0 5 6 7 8 (9 6究）

一99 『- --•9 --- ・-「-- •--

坪 女 7 I 2.08 2 Cl 0 5 3 9 

゜
1. 65 X I 

畠煙
男 20 I 2.1s J 1.64 2.15 0.8 5.8 1 (5.0 %) 

7 ** 
女 107 1. 43 _ 」 1. 65 1.5 0.2 4.3 

゜GM :幾何平均伯 x:有怠差／よし

GSD:対数変換したものの標準偏差 ＊＊ ：P<. 0.0]で有意差あ VJ
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表3.-2 喫煙・非喫煙別血中Cd濃度 μg/ l 
し~

例数 GM  GSD 中央値 最小値 最大値

喫 男 65 2. 97 l X -** I 52 3.1 1. 3 8. 7 

煙 女 4 
J 

l. 78 4 85 1.6 5 4 3.78 X 

非喫煙 1I 女男

18 、1.78 1. 68 2.0 0.5 6.0 

92 2 22 _ 
］_x 

I. 79 2.2 0.3 6.0 

GM  :幾何平均1直 x:有意差なし

GSD:対数変換したものの標準偏差 ＊＊： P < 0.01で有意差あり

表3.-3 喫煙・非喫煙別血中Pb濃度 μg/ l 

例数 GM  GSD 中央値 最Ilヽ値 最大値

喫 男 65 45.76 l X X 1.47 46 14 103 

煙 女 4 
」

1.63 48.5 23 68 43.27 * 

畠煙
男 18 46.04 7X l. 73 55 

:I 

14 91 

女 92 34.90 」 1. 62 32 11 86 

GM  :幾何平均値 x:有意差なし

GSD:対数変換したものの標準偏差 ＊： Pく0.05で有意差あり
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男性 女性

△ 非喫煙 18伊J 〇 非芙煙 92例

ごf
▲喫煙 65例

●喫煙 4例
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図4-3 喫煙・非喫煙別 血中Pb猥度の累積度数

表4-1 喫煙本数別血中Hg濃度 11g/ dl 表4-2 喫煙本数別血中Cd濃度 μg/ l 
—. 一ヽ一

霜 ／日
男 女

例数 GM GSD 三i 107 GM GSD 
゜
20 2.15 1.64 1.43 1. 65 

闘／日
男 女

例数 GM GSD 例放 GM GSD 

゜
18 1 78 1.68 92 2 22 1. 79 

l ~19 21 2.44 1.68 6 1 43 1.99 1 ~19 18 2.83 l.40 3 3 46 l. 96 
- • 

20~39 55 2 50 1.69 

゜
20~39 41 2.95 1.56 

゜~~ 

＇ 

40~ 7 2.51 1.35 1 3.9 40~ 6 3.66 1.58 1 4.9 

GM  :幾何平均値 GM ：幾何平均値

GSD:対数変換したものの標準偏差 GSD:対放変換したものの標準偏互

表 4.— 3 喫煙本数別血中Pb濃度 μg/ l 

闘／日
男 女

例数 GM GSD 例数 GM GSD 

゜
18 46 04 1. 73 92 34 90 1. 62 

'ー-1 ~19 18 45.03 1.41 3 39.02 1. 72 

20~39 41 45.68 1.52 

゜40~ 6 48 56 1.42 1 59 

GM :幾何平均値

GSD:対数変換したものの標準偏差
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V まとめ

秋山湾臨洵周辺地区仕民の血叶 IJig,Cd, Pl)濃度，な

らびに喫肝習itiとl[i［中Hg.Cd, Pb濃度との関辿につい

て考察した．その結果次のようなことかみられた．

男女別にみると．

l)血中Hg戯度は男性か幾何平均2,5II1g/dt，最小

0.5 μg/dl,最大9.7 /tg/ dして，女性か同じく 146, 

0 2, 4 2 l.ig,/d1である．

血中Cd談度は男性か幾何平均 2.47ttg/ l,最少 0.4

μg/l，最大8.7μg/ lて，女性か同しく， 234, 0,3. 

7.4/tg/lである．

血叶IPb誂度は男性か幾何平均44,45肛g/'l, 最小14

1.1g/l,最大 103μg/ lて，女性か同じく 34.78, 11, 

86μg/ Lである．

これらの数i直は男女とも，また 3金屈とも他文献伯紅

比校して，いわゆる正常範囲と日される．

2) 1fn中Hg,Pb談度は男性か女性より有意に大きい
数値を示し，間中C出農度には性差かみられない．

3)関皮分布は 3含屈とも男女別にみて近似的に対数

止規分布をなす．

男女別，喫姓・非喫坪別にみると，

4) 1fn中Hg屈度は非喫妊男件か』喫煙女付より有忍に
大きく，よたJfil叶,c山農段は喫控男‘『1：か非喫煙男性より有
怠に大きい数値を小す．

5)男女別，喫煙・非喫煙別にみると，女性喫児群は

例数か少なく明らかになし褐ないか、その他の群ては 3

命屈とも近似的対数正規分布をな寸．

6)男性は1I契坪本数／9 日の多い程J[I[1|lCel謀度か高い傾

向かみられるか，血中Hg,Pb戯度にはその傾向饂みら

れ汀い．女「生ては喫埋者数が少なく，明らかに店し得な

し＼．

7)女性非喫煙群で血中Cd,Pd濃度間に有忍の正相

閃かみられる．
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